
農業EXPO

セミナー
スケジュール

11:00～11:25

12:00～12:25

外からじゃわからない農業のリアル。心折れずに続けていける人の特徴とは？

花屋、保険営業、不動産営業を経て2016年農業界へ。2017年大阪府熊取町にて独立。
40アールの畑でミニトマト、菜花を生産しながら、都市近郊農業の可能性を模索しつつ、農業の新しいカタチを発信。
「農家の所得を上げる」をテーマに農業コミュニティtomajoDAOを運営。
YouTube「とまたろうチャンネル」登録10万人。
Voicy「農業で自由を手にするラジオ」毎日更新中。
現在53歳。青ネギ農家の妻と愛犬と暮らす。

【脱サラ農家10年目】
続けてこれた「たったひとつの理由」

しばファーム代表
浦田 大志

13:00～13:25

実体験をもとに農業を志す人や就農間もない人が陥りやすい点を親身になって説明します。

東京都台東区出身。大学卒業後にＪＡグループ一般社団法人家の光協会に入組。編集や営業などの部署を経験。仕事
で地方を回っているときに、「農業をしたいのなら、若いうちにやる方が、やりたい農業に近づける」という言葉を
聞き、35歳の時に就農を決意。
新・農業人フェアで研修先を探していたところ、山形県飯豊町（いいでまち）の花卉農家と出会い、その法人で一年
研修を受けた後に独立。現在はアスパラガスと養鶏（採卵鶏）を主に営む。全国の新規就農者で組織する「新・農業
人ネットワーク」副会長として就農相談活動を行っている。

新規就農の落とし穴～こんなところに気をつけよう！

アイ・ティー・フラワー 代表
田中 俊昭

14:00～14:25

〜夢から一転、厳しい農業の現実。超えるべき3つの壁についてお話しします〜

2009年に山口県宇部市で新規就農。
前職の農文協では全国を飛び回り農家に営業しつつ農業の魅力を体感。
就農後は地域、技術、販路と次々に壁にぶち当たる中で、一つ一つ乗り越え、農業は自分の生活を満たすだけでなく、
「地域を元気にする力」に繋がっていくおもしろさがあると気づく。
出る杭は打たれる保守的な地域で出過ぎた杭になるまでの、中山間地農業のリアルな日々を語ります。

現実は想像を遥かに超える 幸せをつかむための独立就農

まこっこ農園 代表
日本茶インストラクター、情熱農家プロジェクトtoppin共同代表

才木祥子

/9  13

農業に興味があるけど何から始めて良いかわからない皆さんにわかりやすく解説します。

1985年株式会社リクルートフロムエー（現(株)リクルート）に入社。人事マネージャーとして主に自社の新卒・中途
採用を担当、また営業として東日本営業部の部長などを経験。
2011年より農林水産省に向けて農業人材の確保について提案。その後地方創生や地方の農業人材確保に取り組み
2013年から農林水産省補助事業「新・農業人フェア」の責任者を担当。2020年に株式会社リクルートを定年退職後、
現在は「新・農業人フェア」のセミナー、地方行政の農業活性化事業に関わる。2024年4月に「難しいことはわかり
ませんが、50歳でも農業を始められますか？」を淡交社より出版

農業初心者のためのわかりやすい農業の始め方講座

農業キャリアコンサルタントAKUSYU（アクシュ）代表
深瀬 貴範

10:05～10:20

どのブースへ行ったらよいか迷っている皆さんに、農林水産省の補助事業を活用して、
就農のサポート体制を整備している出展者を紹介します。

★野菜や果樹の栽培技術を実践形式で研修できる
★スマート農業技術を導入して就農するための技術を学ぶことができる
★就農前後の資金や生活の不安を相談できる相談員を設置している
★実際の就農のイメージができるように就農ハンドブックやPR動画の作成、SNS等での情報発信
などの取組を行っているブースをご紹介します。これから新規就農する皆さんが不安なく農業を始められるよう、そ
して、始めた後も安定した農業経営ができるように各団体が様々な工夫をしています。ぜひお聞きください。

就農の第一歩は、このブースから！！

農林水産省
就農・女性課
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